
つながろう 広がろう

主催：第８回低炭素まちづくりフォーラム in 埼玉実行委員会
共催：獨協大学環境共生研究所、埼玉県地球温暖化防止活動推進センター、パリクラブ２１埼玉

後援：埼玉県、草加市

必要事項をご記入のうえ、ファックスまたはメールにてお申し込みください。
個人情報は、目的以外に使用しません。定員に達し、ご参加いただけない場合のみご連絡します。

第8回 低炭素まちづくりフォーラム in 埼玉 申込用紙 

FAX:048-749-1218   E-mail:goto@kannet-sai.org

お名前 ご所属

FAX

E-mail

T E L

明日から出来る家庭の省エネ術

川の国 埼玉の実現に向けて

あなたと解決 大学生が感じた課題

【オプション分科会】学生の力で川をきれいにしよう

〒

環境経営の今・これから

ふるさとの自然を未来に残そう!

緑と農のまちづくり

分科会の参加について（いずれかにチェック） ※各定員５０名程度

※定員に達した場合は、ご希望の分科会に参加できない場合があります。

※事前準備の都合上、直前でのキャンセルは、キャンセル料をいただきます。

※時間は平均所要時間です。乗り換え時間は含みません。

ご注意：お車での入校は固く禁じております。公共交通機関をご利用ください。

交流会に参加します　※会費（2,500円程度）はご負担ください。

交流会について

報告書を希望します　※報告書代300円/冊（送料として）を当日受付で徴収します。

報告書について（希望される方には、後日報告書を送付します）

当フォーラムは、環境省「平成29年度地域における地球温暖化防止活動促進事業」の一環で行います。
また、公益財団法人サイサン環境保全基金の助成を受けています。

第8回 低炭素まちづくりフォーラム in 埼玉

※報告書をご希望の方は300円／冊（送料として）

このフォーラムは、低炭素社会の実現に向けて、ワーク
ショップやパネルディスカッションをとおして、現代の
ライフスタイルを見直すとともに、問題や課題を発見
し、今後の取組へと繋げます。さらに埼玉県地球温暖
化防止活動推進員及び県内の環境団体・企業・学生の
情報交換、交流、研修及び政策提言の場とします。

会 場

定 員

獨協大学 天野貞祐記念館、
創立50周年記念館（西棟）

300名 先着順要申込

獨協大学 〒340-0042 埼玉県草加市学園町1番1号

東京メトロ日比谷線・半蔵門線直通東武スカイツリーライン「獨協大学前＜草加松原＞」西口より徒歩5分

埼玉県地球温暖化防止活動推進センター（認定特定非営利活動法人環境ネットワーク埼玉）
〒330-0074 埼玉県さいたま市浦和区北浦和5-6-5 埼玉県浦和合同庁舎3階
TEL:048-749-1217  FAX:048-749-1218  E-mail:goto@kannet-sai.org
URL：http://www.kannet-sai.org/

問合せ
・

連絡先

会場アクセス
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2017年12月2日 土
参加
無料

エコの環＊報告書をご希望の方は、送付先住所をご記入ください。
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天野貞祐記念館１階「STYLE CAFE」にて交流会を行います。

開会挨拶・来賓挨拶

昼食
パネル展示

「エコツーリズム　心おどる里山の旅」

分科会

交流会

10:00～10:15

10:15～11:30

11:30～13:00

13:00～16:30

17:00～18:30

講 講演

ワ ワークショップ 事 事例発表

パ パネルディスカッション フ フロアディスカッション

意 会場意見交換

小さなエネルギーで豊かに暮らせる社会はどうすればよ

いか？実際に省エネでも快適で豊かに暮らしているパネ

ラーの方々と、SNSなども使い新しいタイプのパネル

ディスカッションで和気あいあいと意見交換をします。自

分の暮らしはどうなのか？他の人とどう違うのか？我慢で

はなく豊かで人間的な暮らしが出来る究極の省エネ生

活を見出しましょう。

温暖化問題が顕在化するなか、省エネ対策の推進など

環境経営の重要性は増大し、パリ協定の発効がこれを

加速しています。同時に貧困や飢餓など世界の17の課

題の解決を掲げる持続可能な開発目標（SDGｓ）の達

成に向け、企業は何ができるのかも問われています。環

境経営の今を知り、今後を考えるため、企業の報告や有

識者のお話を聞き、皆さんで議論を進めます。

埼玉県内は荒川や利根川をはじめ多くの河川が流れて

おり、県の面積に対する河川の流域面積の割合が3.9%

と日本一です。この自然資産を生かすためには、誰もが

川に愛着を持ち、ふるさとを実現できる『川の国』を目指

すことです。当分科会では「川の再生」活動への取組を

紹介し、参加者と共有します。埼玉の自然豊かな魅力や

楽しみ方を知り、行政と協働により美化活動等への参加

を促し、皆で川の再生への実現を目指しましょう。

都市化や効率社会の進展により、失われつつある自然

の再生をどう図り、次世代へ残すかが私たちに課せら

れた問題です。当分科会では、この課題解決の一助にし

たいと考えています。そこで、地域の課題や人々の営み

の変遷を踏まえ、自然と環境への理解を深めると共に、

生物多様性の保全を進める「自然と人との関わり」につ

いて一緒に考え、自然共生社会の形成を目指します。

ゼミやサークル等の仲間と、あるいは地域住民・行政・企

業・ＮＰＯと連携して環境活動を行っている大学生のグ

ループに、それぞれの取組を発表してもらいます。その

中で大学生が感じた課題、解決法などについて、分科会

参加者の皆さんとグループワーク形式で意見交換を行

います。これからの環境活動について、できることを一

緒に考えていきましょう。

獨協大学付近を流れる綾瀬川は、残念ながら日本でもトップクラスの汚い川です。このような川を浄化するために活動し

ている学生団体は多く存在します。私たちは河川浄化の活動を行っている学生団体の取組を複数紹介し、その活動をと

おして学生が河川浄化のためにできること、また活動するために必要なことについて皆で考えます。

東埼玉地域は森が少なく、河川や水路などと共に、農地

が生物多様性等のエコロジカル・ネットワークの基本と

なっています。

農地の持つ多面性機能について共有し、理解を深めると

共に、活動状況の報告をとおして、これからのまちづくり

の参考とします。農業生産者、流通関係者及び消費者が

一堂に会し、それぞれの立場からこれからの農地を生か

したまちづくりについて意見交換を行います。

～小さなエネルギーで豊かに暮らす未来とは？～

明日から出来る家庭の
省エネ術

講

～クビアカツヤカミキリの防除活動を
　とおした地域の課題解決～

ふるさとの自然を未来に残そう!

講 パ

パ 講 パ フ

～東埼玉地域の農地を活かした取組～
緑と農のまちづくり

～大学生の環境取組にあなたの意見を聞かせてください～

あなたと解決 
大学生が感じた課題

～学生にできることってなんだろう？～
学生の力で川をきれいにしよう

講 パ事ワ

ワ

～県民みんなと、川に愛着を持とう～
川の国 埼玉の実現に向けて

講 意

～持続可能な開発目標（SDGｓ）に向かって～
環境経営の今・これから

会場案内図

分科会紹介分科会紹介分科会紹介分科会紹介プログラム

1947年　東京都生まれ。理学博士（筑波大学）
【専門分野】農業・農村地理学、地域生態論
著書に『関東平野の平地林』『人と緑の文化誌』『里山と人の履歴』『都市近郊のむら』

『エコツーリズムこころ躍る里山の旅 ―飯能エコツアーに学ぶー』『森を知り森に学ぶ』
『自然環境と文化』他。訳書に『熱帯雨林の社会経済学』『イギリス歴史統計』他

●明日から出来る家庭の省エネ術
●川の国 埼玉の実現に向けて
●あなたと解決 大学生が感じた課題
●　　　　　　　 学生の力で川をきれいにしよう

●環境経営の今・これから
●ふるさとの自然を未来に残そう！
●緑と農のまちづくり

犬井 正氏　獨協大学学長・経済学部国際環境経済学科教授

分科会場となる創立50周年記念館にて、獨協大学の
環境に関する取組についてパネル展示を行います。
他に、学内のエコな取組を見学します。（自由行動）

基調講演

天野貞祐記念館 大講堂

創立50周年記念館
学校内

創立50周年記念館

STYLE CAFE

基調講演（3階）
交流会場（1階）

学生食堂（2階）
コンビニ（1階）

（昼食は、学食またはコンビニをご利用いただけます ）

オプション分科会

分科会場（4階）

オプション分科会
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